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は し が き

河 内 平 野 の 北 端 部 に 位 置 す る 門 真 市 は 、平 坦 な 冲 積 地

が 広 が り、 ふ って は 、 一 面 蓮 田 の 広 々 と した 風 景 も各 所

で 見 られ た も の で あ る 。 現 在 、淀 川 か ら分 か れ た 古 川 が

市 域 を 貫 流 して い る が 、 宮 野 町 の 堤 根 神 社 社 殿 北 側 に は

古 川 に 沿 う よ う に堤 が 残 っ て い る。 この 堤 は 、 記 ・紀 に

し る す 茨 田 堤 と伝 承 さ れ る が 、 そ の 当 否 は 別 と して 、 冲

積 地 を 開 発 す る 為 の 入 々 の 努 力 を 偲 ば せ る に は 充 分 で あ

る 。 そ の 南 一 帯 に は 、 古 墳 時 代 以 降 の 複 合 遺 跡 で あ る 宮

野 遺 跡 が 広 が る 。 伝 茨 田 堤 と共 に 冲 積 地 開 発 の 歴 史 を 物

語 る 重 要 な 遺 跡 で あ る 。 市 内 に は そ の 他 に も 新 た に 発 見

さ れ た 常 弥 寺 遺 跡 が 見 ら れ る 他 、 銅 鐸 が 出 土 した 大 和

田遺 跡 も あ り 、歴 史 の 古 さ と祖 先 の 営 為 を知 ら しめ て く

れ る。

今 回 、宮 野 遺 跡 で 、 マ ン シ ョ ソ建 築 工 事 に あ た り 、 調

査 を 実 施 し た と こ ろ 、 室 町 時 代 の木 組 み や 古 墳 時 代 の 遺

物 包 含 層 を 確 認 し、 遺 跡 の 上 限 と 性 格 の 一 端 を 明 ら か に

し え た 。 門 真 市 も 産 業 都 市 と して 新 た な 発 展 を と げ て い

る今 日、 当 報 告 が 、 そ の 礎 と な っ た 祖 先 の 足 跡 を 偲 び 、

文 化 財 の 重 要 性 を 一 層 認 識 して 頂 く一 助 に な れ ば 幸 い で

す 。

最 後 に 、 調 査 に あ た り ご 協 力 頂 い た 皆 様 に 厚 く感 謝 の

意 を 表 す る と 共 に 、 今 後 な お 一 層 の ご 協 力 を お 願 い す る

次 第 で す 。

門 真 市 教 育 委 員 会

教 育 長 千 田 福 一



例 口
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3.調 査 の実施 と整 理 にあ た って は 、村 本 建

設株 式 会 社 門 真市 市 史編 纂 室 、ま た、 白

岩 勉 、阿南 辰 秀 、玉 田 一成 、近 岡淳 彦 、政

木 欣 之 、森 下稔之 、米尾 宗 也 、黒 岡 洋 子 、

林 優美 、藤 原喜 信 、川村 和 子 、染 川佳 美 、

岩 井 由紀 子 、南 泉 、大野 清 子 、西 村 清 美 、

諸 氏 の 協力 が あ った。記 して感 謝 の意 を表

す る 。

4.本 書 の執 筆 は、 田中 和 弘 、大野 薫 が 分担

して行 な った。



は じ あ に

宮 野 遺 跡 は 、京 阪電 車 大 和 田駅 の北 東 に広 が り、従 来 か ら、室 町 時代 を 中 心

とす る遺 物 の 出土 が知 られ て い る。今 回調 査 した個 所 は 、堤 根 神 社 の西 、伝 茨

田堤 の南 に隣 接 した地 点(fig.1・PL.5)で 、 マ ソ シ ョソ建設 工事 に伴

な い、緊 急 調 査 を実施 した もの で あ る。

(註1)
門 真 市周 辺 は、縄 文 時代 初 頭 には 、 まだ海 で あ り、 その後 、 淀川 や その支 流

に よ る冲積 作 用 で陸地 化が 進 ん だ地 帯 で あ る。 しか し中 で 、調査 区周 辺 は 、地

山 面 の 標高 が 比較 的高 く、陸 地化 が よ り早 か った と考 え られ る。 か って 、大 和

田駅構 内 で銅 鐸 が 出土 し、遅 くと も弥生 時代 に は、陸 地 化 が進 ん で いた事 を う

か が わ せ る。 今 回調 査 した宮 野遺 跡 は 、そ の北東 約200m～500mに あ る。

古 墳 時 代 の土 師器 ・須恵 器 、平 安 時代 か ら江戸 時代 にわ た る(土 器類 土師器 ・瓦

1伝 茨田堤2宮 野遺跡3常 称寺遺跡4大 和田遺跡

fig.1調 査 区 位 置 図
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(註2)
器 ・陶器 ・磁 器 な ど)が 出土 して お り、付近 が 弥 生 時代以 降 、 人々の 生活 の舞

台 にな って い た事 を思 わ せ る。

註1梶 山彦太郎、市原実 「大阪平野むか しむかし」r国 土と教育』第3巻 第6号(1973)

2江 谷寛氏により『門真町史』(1962)に 報告されているもの、及び今回の調査により出

土 した資料による。

調 査 結 果

A.土 層 及 び遺 物 の 出土 状 態(fig.2、P工..2・7)

(南 調 査 区)

掘 削深 度 は 、 おお よ そG.L.-2mで あ る。 その うち、G.L.-1m位 まで は 、

近 年 の盛 土 の他 、茶 色系 の 色調 を 呈 す る シル ト層 が 数層 認 め られ 、 そ れ以 下で

は 、グ ライ化 した粘土 及 び シル ト層 が見 られた 。前 者 か らは 、室 町時 代 の土 師

器 ・瓦器 ・瓦 、ま た 、江戸 時代 の陶磁 器 が出 土 した 。後 者 か らは 、室 町 時 代 の

土師 器 ・陶器 の他 、曲 げ物 な どの木 製遺 物 も出土 した。 ま た 、A地 区 の暗緑 灰

色粘 土 層 か らは 、古 墳 時代 の須 恵器 が 数点 出土 し(fig.3-1～3)、 古 墳

時代 の包 含 層 か と考 え させ たが 、確 認 す るに は至 らなか った 。

(北 調 査 区)

伝 茨 田堤 に接 した部 分 に あ た り、南 調 査 区 とは土 層 の 状 態が 異 な る。室 町 時

代 に属す る遺物 包 含 層 は 、南 調 査 区 ほ ど厚 くな く、G.L.約60㎝ 以下か ら、古 墳

時 代 の遺 物 を含 む灰 色 シル ト層 が 、約30㎝ の厚 さで認 め られ た 。 その層 か ら

は 、土 師 器(甕)・ 須 恵器(蓋 杯 ・高 杯)・ 滑 石 製有 孔 円板 が 出土 した(fig.

4)o

B.遺 構

南 調査 区 で 、木組 み の遺構 が 出土 した 。広 が りは 、東 西で は、A～E地 区で

確 認 さ れ 、短 か くと も23mを 測 るが 、 さ らに どこ まで延 び るか は 、不 明 で あ

る。南北 方 向で は 、B地 区北 延 長 部 断 面 です で に検 出 され ず 、南 は調 査 区 内 で
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___ _J

fig.2調 査 区 平 面 図

お さ ま り、5～6mの 巾 が 考 え ら れ る。 こ の よ う に 、 東 西 に細 長 い遺 構

で 、 次 の よ うな 構 造 を 有 して い る(fig.5、PL.6)。
`

直 径1`0㎝ 前 後 の 自然 木 を 、 北 を や や 高 く して 、 南 北 の 向 き に置 き 、 そ

れ を 、0.4～1m位 の間 隔 で東 西 に並 べ 、なか には 、そ れに そわ して 垂直 に打

ち込 ん だ杭 で 固定 して い る もの も見 られ た。 そ して 、 それ らの 自然 木 に直 交 す

る方 向 で 、細 目の枝 を 、それ らの上 下 に縫 わせ て い る。 さ らに 、そ の上下 に は、

細 い枝 や茎 、葉 な ど を 敷 き っ め 、 ま た、40cm前 後 の厚 さで 、盛 土 を行 な っ

て い る。築 造 時期 は。 そ の上下 で 、検 出 さ れ た遺 物(fig.3-4～18)

か ら、室 町時 代 前半 頃 と考 え られ る。 また 、 その 遺物 は、土 師 器 の皿 が 圧倒 的

に多 く、注 意 を ひ くとこ ろで あ った。
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C.遺 物

古墳 時 代 の土師 器 ・須 恵 器 ・有 孔 円板 、 中世 の土 師器 ・瓦 器 ・陶磁 器 、 また 、

近 世 の陶 磁 器 が 出土 した 。 と りわ け、中 世 の土 師 器皿 は 、多 く検 出 され た 。以

下 、調 査 次 ご とに代表 的 な遺 物 を紹介 したい 。

第}次 調 査(fig.3)

古墳 時 代 「

須恵器 の杯 蓋、高杯が出土 した。1は 、天井部を丸 く仕上げ るタイプの杯蓋

で あ る 。天 井 部 と 口縁 部 の境界 の段 や 口縁 端部 が 、 ま だ比 較 的 シ ャープ で 、5

(註1)
世 紀 後 葉 の時期 が 考 え られ る。2.3は 、高 杯 の脚 部 で あ る 。5は 、脚 台 部 の つ

くりが 丁 寧 で 、5世 紀 代 の もの で あ る。3は 、6世 紀 代 の製作 で あ ろ うか 。

fig.3第1次 調査 出土遺物
i i

4～16は 、土 師 器 の皿 で あ る 。

4は 、 口縁 部 に一度 横 ナ デを施 こ した後 、 さ らに 、 口縁 部 を つま み あ げ るよ

うに横 ナ デ して お り、整 形 、 調整 が 丁 寧 で 、胎 土 は 、精良 で あ る。平 安 時代 後
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(註2)
葉 まで さかの ぼ る もの で あ ろ うか 。

(註3)
5～16は 、14～15世 紀 の製作 年代 が考 え られ る もの で あ る。 整形 、調

整 は 、粗 雑 で 、体 ・底 部 外 面 に指 オサ エの跡 を明 瞭 に残 す もの が多 いが 、5及

び14～16は 、丁 寧 につ くられ 、特 に14～16は 、外 面 全体 に ヨ コナデが

及 び 、胎 土 も精良 で あ る。器 形 は 、① 平 坦 な底 か ら強 く外 傾 す る口縁 部 が つづ

き 、 口縁 部 の ナデ に よ り、底 部 との 境 に段 を有 す る もの 、(5)② 平 坦 な底 部

か ら強 く外 傾 す る体 部 、口縁 部 が っつ く もの(8)、 ③ 平 坦 ～ 上底気 味 の底部

か ら、よ り弱 く外 傾 す る体部 、 口縁 部 へ とっ つ くもの(6・7・9・10)、

④平 坦 な底 部 か ら、体 部 ・口縁 部 にか けて 、内弯 気 味 に立 ちあ が る もの(10)、

⑤ くぼ み底気 味 の底 部 か ら、指 オサエによ り外 反す る体 部 、さ らに、横 ナデ によ り

内弯 す る 口縁 部 へ とっ つ く もの(12・13)、 ⑥ 底 部 か ら体 部 、 口縁部 にか け

て 内弯 しなが ら立 ち あが る もの(14～16)な どが 見 られ る。 口径 は、14～

16を 除 き 、大 き く、8㎝ 前後 、10㎝ 前後 、12㎝ 前後 に 分 け うる。

17は 、瀬 戸焼 の皿 で あ る。 底部 外 面 に墨 書 を有 す るが 、 意 味 は不 明 で あ

る。25は 、中国製 の白磁 で あ る。色調 は 、灰 色 を呈 し、釉 に は荒 い貫 入 が 全

面 に入 る。 前者 は、15～16世 紀 、後 者 は、14～15世 紀 の 製作 と考 え ら

(註4)
れ る。

第2次 調 査(PL.3・8)

第2次 調 査 に おけ る出土 遺 物 は コソテ ナ約5箱 で あ る。遺 物 は層序 によ って

大 き く二 つ に分 け る こ とがで き る。 上層 の褐 灰 色 シル ト層 は厚 さ約70㎝ で2

層 に わか れて堆 積 して お り、近 世 の 整地 層 と考 え られ る。 この層 は主 と して瓦

類 ・陶磁 器 類 を包 含 して いる。 下 層 の黒 灰 色 シル ト層 は厚 さ30～40㎝ の堆

積 でや は り2層 にわ け る こ とが で き る。包 含 されて い る遺 物 はそ のほ とん どが

土 師器 の皿 で稀 に瓦 器 ・銅銭 の 出土 を み た ほか 、須 恵 器 もこの層 に含 有 され て

い た。

土 師 器皿(1～36)皿 と一括 したが径7㎝ 前後 の 小型 品か ら径10㎝ 前後

の もの まで さ まざ ま な大 き さが あ る。 しか しなが ら11㎝ を越 え る もの はみ ら

れ な い。 これ らの皿 は径6.5～8.7cm、 器 高1～2㎝ の グ ループ と径8.5～11

㎝ 、器 高1.5～2.5㎝ の グル ープ の二 つ にわ け る こ とが可能 で あ る。 前 者で は
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特 に径8㎝ 前 後 、器 高1.5㎝ 前後 に集 中す る傾 向が あ る。器 形 は底 部 か ら内弯

しっっ 一気 に 口縁 部 まで達 っす る もの と、平 坦 に近 い底 部 か ら屈 曲 して 口縁 部

に 至 る もの の二 者 がみ られ、径 の 大 き な グ ルー プに は後 者 が多 い 。調 整 はユ ビ

オ サ エ と横 方 向 の ナデが 多用 され る。 口縁 部 内外 面 は横 方 向 の ナ デで 仕 上 げ、

体 部 外面 に ユ ビオ サエ の観 察 され る もの が多 い。 な お これ らの皿 はいず れ も黒

灰 色 シル ト層 よ り出土 した もの であ る。

瓦質土 器(37)同 じ く黒灰 色 シル ト層 よ り出土 した もの と して瓦 器(37)

が あ る。 ま っす ぐ上 に のび る 口頸 部 か ら口縁 端 部 が屈 曲 して短 か く外 に開 く。

胴 部 は あま りふ くらまず最 大径 は 下半 に あ り、底 部 は欠 失 して い るが 、丸 い底

に脚 台 も し くは高 台 が っ くもの と推 測 され る。 口頸 部 か ら胴 部 上半 は縦方 向 の

こまか い ヘ ラ ミガ キを施 し、胴 部 下半 で は ヘ ラ ミガ キが横 方 向 にな る。 内 面 は

ナ デで 仕 上 げ るが粘 土継 ぎ 目が 残 って い る。

陶磁 器(39～42)い ず れ も褐灰 色 シル ト層 よ り出土 した もので あ る。

染 付碗 に は径 に比 して器 高 の大 き い もの(39)と 小 さい もの(40)が あ る。

須 恵器(3843～45)い ずれ も黒 灰 色 シルr層 よ り土 師器 皿 と混 って

出 土 してい る 。壼(38)は ま っす ぐ上 方 に のび る頸 部 と短 か く外 反 して 丸 く

ふ く らむ 口縁 部 を もつ。筒 形器 台(43)は 筒 部 のみ の破 片 で 、縦 長 の透 しが

6方 向 に設 け られ 、体部 には7条 を1単 位 とす る波 状紋 が描 か れ て い る。 ほ か

に甕(44・45)が あ る。

第3次 調査(fig.4,PL.9)

古墳 時代 の包含 層 か ら、土師 器 ・須 恵器 ・滑石 製 有 孔 円板 が 出土 した。

土 師器 は 、器形 の明 らか な もの と して 、甕(1)・ 壼(2)・ 鉢 形 土 器(3)

が 出土 した。1は 、 口縁 端 部 を 内 側 に肥 厚 させ 、布 留 式 に属 す る もので あ ろ う。

胎 土 は 荒 く、 色 調 は 淡 灰 茶 色 を 呈 す 。2は 、体 部 が球 状 をな し、外 面 に ハ

ケ目調 整 を施 す が 、内面 は不調 整 で 、3～4㎝ の 間 隔 で 粘 土 の,.ぎ 目が 観察

され る。 内外 面 に 、炭化 物 や煤 の付 着 は、見 られ な い。3の 鉢 形 土 器 は、 口縁

端 部 に 、 内傾 す る面 を有 し、底 部 外 面 に回 転 を利 用 した ヘ ラ削 りを施 す 。 内面

と 口縁 部 ・体 部外 面 は、横 ナデ 調 整を施 こして い る。 あ るい は、 生焼 けの須 恵

器 と も考 え られ る。
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fig.4第3次 調 査 出土遺 物

0 15cm一
須 恵 器 で は 、杯 及 び杯 蓋が 出土 した 。5～7は 、杯 で あ る。 それ ぞ れ、6世

紀 前 葉 ・同中葉 、7世 紀 前 葉 に位 置 付 け られ る64は 、杯 蓋 で 、7世 紀 前 半 の

製 作 と考 え られ る。

滑石 製 の有孔 円板(7)は 、欠 損 、剥 落 が は な はだ し く、残 存径1。5～2㎝ 、

厚 さ2～3㎜ を測 り 、径1.5～2mmの 孔 を2ケ 所 に あけて い る。

まと め にか えて

『古事 記 』仁 徳 天 皇 の条 は、 「又泰 人 を 役 して茨 田堤 ・茨 田三 宅 を作 りた ま

ひ云 々 」 と しるす 。 門真 市 宮 野 の堤 根 神社 北 側付 近 に は、現在 も茨 田堤 と伝 え

られ る堤 が残 り、一部 が 府 史跡 に指定 され て いる。 今 回 の調 査 区 は、 この伝茨

田堤 の南隣 接地 に あた る。調 査 の 結果 、堤 の方 向 に そ って、 東西 に長 い 、盛 土

を伴 な った木組 み が検 出 され た。この遺構 は、その構造 、規模 ・伝茨田 堤 との位 置 関

係 、また、これ より堤寄 りの北調査区でより高 い位置 において古墳時代の包 含 層 が検 出

された事 などか ら、伝 茨 田堤 本体 の補 強 、 あ る いは 、側 溝 の よ うな もの を推 定 す
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るな ら、その堤 と考 え られ よ う(fig.5)。 しか しな が ら 、工事 に制 約 され た部

分 的な調査 で あ った為 、堰 の可能 性 も含 めて 、今 後 の調 査 によ り、 さ らに 検 討

され る余地 を残 して い る。築 造 時 期 は 、室 町 時代 前 半頃 で ある 。土 師器 を始 め

fig.5木 組み遺構復元模式図及び想定図(縮 尺任意)

とす る皿 が 多 く伴 出 し、な か に は、木 組 み の上 に置 いた状態 の もの も見 うれた 。

これを築 くに あた って 、祭 りを行 な ったの で あ ろ う。次 に 、北 調 査 区 で は 、古

墳時 代 の包 含 層 を検 出 しえ た。 こ こか らは 、有 孔 円板 や、土 師器 の壼 が 出土 し

て お り、 や は り祭 杞 を行 な った事 を伺 わ せ る 。 しか し残 念 な が ら、今 回 の調

査 で は 、 これ ら、古 墳時 代 の包 含層 、室 町 時 代 前半 頃 の木組 み遺 構 と伝茨 田堤

本体 との関 係 を 明確 には しえな か った 。今 後 の調 査 に よ り、伝 茨 田堤 の築 造 時

期 、修 造 時期 、 ま た周 辺 地 域 の様 相 な どが 明 らか に され 、地域 史 の イ メ ー ジが

よ り具 体 的 な もの とな る事 が期 待 され る。

註1須 恵器の年代観は、田辺昭三r陶 邑古窯址群1』(1966)に よる。

2宇 野隆夫 「京大病院遺跡出土の土器一古代末から中世一」r京 都大学構内遺跡調査研究

年報』京大埋蔵文化財研究センター(1977)

3松 藤和人 「同志社キャンパス内出土の土器、陶磁器の編年一中近世を中心として一」

r同 志社キャンパス内出土の遺構と遺物』同志社大学校地学術調査委員会

4福 田英人氏の御教示による。
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付 常称寺遺跡

門 真 市 常称 寺 町 にお け るマ ン シ ョンの建築 計画 が 出 され た の に際 し、 大阪 府

教 育 委 員会 が 、昭和56年11月23日 ・24日 に試 掘 調査 を実 施 した と ころ、

中世 の遺 物 包 含層 が 検 出 され た の で紹 介 して お く。地 点 は 、宮 野 遺 跡 の 西 約

300mに あ た り、 さ らに西約100mに は古 川が 南 流 す る。

包 含層 は 、現GLか ら凡 そ 一1mか ら 一1.5mの 範 囲 に存在 す る 。 また 、包

含 層 の分布 範 囲 は工 事 予定 地 の北 部 に限 られた。

出土 遺物 は 、瓦器 ・瓦質 土 器 ・土 師質 土 器 等 が 見 られ る。fig.6-1は 、

a a'

丘g.6T.、P.3南 拡 張 トレンチ 西断面 図

瓦器 の 椀で あ る。 内面 には暗 文 が施 こされ 、

外 面 は不 調 整で 、底 に断面 三 角 形 の低 い高 台

を貼 りつ けて い る。2は 、瓦 質 の 羽釜 で あ る。

三 足 が っ く タイ プで あ ろ うか。

内外 面 を横 ナデ によ り調 整 して い る。胎土 は 、

細 砂 及 び金 雲母 片 を含 む 。3は 、 土 師質 の皿

で あ る。 口縁 部 は 、横 ナデ に よ り調 整 し、端

部 は軽 くっ まみ あ げて い る。底部 内面 は ナデ

調 整 、外面 は不調 整 で あ る。 胎土 は 、細 砂 、

金 雲 母 、 クナ リ礫 を若 干含 むが 、 比較 的 精良

で あ る。焼 成 は、 やや軟 質 であ る。4は 、土

師質 の羽釜 で あ る。 内外 面 は 、横 ナデ に よ り

一9一
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調 整 す る。 つ ば の 下 に は 煤 の付 着 が見 られ 、使 用 して い た事 を 伺 わ せ る。 口

縁 端 部 の 折 り返 しは、矮少 化 して い る。胎 土 は 、石 英 ・長 石 の砂 礫 を多 く含 み 、

荒 い。これ ら土 器 類 の製 作 時期 は 、14世 紀 と考 え られ る。

ま た、 当該 地 は 、現G.L.か ら5～6物 以 下 で 、 カ キ等 の貝殻 を 多 く含 む 層 が

見 られ る。

遺跡 の範 囲 ・性格 、 さ らに宮 野遺 跡 や古 川 との関係 等 、今後 の調査 に よ り明

らか に され ね ばな らな い課題 で あ る。

遺 跡 地 名 表

1.伝 茨 田堤 、宮 野 遺跡

2.常 称寺 遺跡

3.大 和 田遺 跡

4.三 ツ島 遺跡

5.金 田町2丁 目遺 跡

6.八 雲 北 町地 内遺 跡

7.橋 寺 廃 寺 跡

8.文 園 町遺 跡

9,長 池 町遺 跡

10.馬 場 町 遺跡

11。 高 瀬 寺跡

12.東 光 寺2丁 目遺 跡

13.西 橋 波 西之 町遺 跡

14.森 小路 遺 跡

15.水 野 遺跡

16.茨 田安 田遺 跡

17.西 諸 福 遺跡

18.灰 塚堂 田遺跡

19.水 道 局 浄 水 場遺 跡

20.灰 塚遺 跡

21.菱 江寺 跡
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A地 区
1灰 茶色土層

2茶 色砂質土層
3暗 茶灰色シル ト層

4茶 黄色 シル ト層
5暗 茶灰色シル ト層
6茶 灰色 シル ト層
7暗 茶色 シル ト層
8暗 茶色 シル ト層
9黄 茶色 シル ト層

b"'

＼

10茶 色 シル ト層
ll緑 灰色シル ト層
12青 灰色粘土層

13暗 茶灰色腐食土層
14暗 茶灰色粘土層
15曠 背灰色粘土層
16黒 色粘土層
17暗 緑灰色シル ト層

B地 区
、

＼

9

～ 一～ パL

北調査区(A地 区)

b

北
●

南
調
査
区
断
面
図

B地 区
1灰 茶色シル ト層

2茶 灰色シル ト層1
3茶 灰色シル ト層II
4茶 黄色シル ト層
5黄 茶色シル ト層
6青 灰色シル ト層
7暗 青灰色シル ト層

8緑 灰色シル ト層
9111茶 灰色シル ト層
」10灰緑色シル ト層

11暗 緑灰色粘土層
12黒 色粘土層
13i緑 灰色シル ト層
14明 緑灰色シル ト層

C地 区
1灰 茶色シル ト層
2茶 灰色シル ト層
3暗 茶灰色 シル ト層
4黄 茶色 シルト層
5灰 色シル ト層

D地 区
1灰 茶色 シルト層
2茶 灰色 シル ト層
3暗 茶灰色 シル ト層1
4〃II

5腐 食土層1

第3次 調査区
1暗 褐色土
2灰 褐色土
3暗 黄褐色 シル ト
4灰 色 シル ト

5灰 黄褐色 シル ト
6黒 灰色シル ト

0

6青 灰色 シルトlid
7暗 茶灰色シル トh'!i
8暗 茶色腐食土層
9暗 緑灰色シル トli

6暗 緑灰色 シル ト層
7腐 食土層II
8暗 緑灰色砂混シル ト層
9暗 茶灰色 シル ト層皿

(A

2

τ
■

r
●

N
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P.L.4

N

〕

常称寺遺跡テス トピット位置図



P.L.5

伝 茨 田堤(東 → 西)

調査 区近 景(西 →東)



P.L.6

木組み遺構平面(北 →南)

同(南 →北)



P.L.7

木組み遺構断面及び遺物出土状態

杭及び遺物出土状態



P.L.8
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宮野遺跡発掘調査概要正誤表

頁 行 誤 正 ・ 補 足

1 11 (土 器 類 土 師 土 器 類(土 師

2 14 色 粘 土 層 か ら 色 シ ル ト層 か ら

3 2 6)。 6)・ ← ツ メ ル

4 12 4～16は 、 土 中 世

4～16は 、 土

〃 14 整 形 、 調 整 が 整 形 ・調 整 が

6 7 瓦 器(37) 瓦 質 土 器(37)

7 4 剥 落 が は な は 劉 落 が は な は

〃 11 そ の 構 造 、 規 そ の 構 造 ・規

8 fig.5の 右 上

図180° 逆 転

〃 16 委 員 会 委 員 会(1978)

9 6 現GLか ら 凡 現G,L,か ら 凡

12 ろ う か 。 ろ う か ・ ～万メル

PL ,1 遺 跡 分 布 図

30α解 30叨
P,L,4 Illl!

匸

゜ll響

P,L,2 北 調 査 区(A 南 調 査 区(A
25m 5m

〃 lll lll

〃

匯 ヨ7木組み遺構をはさむように上下に堆積する灰色系シル ト層

〃
南北調査区の レベル基準線 は認意 。

(但 し、 各 調 査 区 内 は 同 一 レ ベ ル)

〃
断 面 図 は 、1・3次 調 査 時 の も の


